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No. 180 京大広報
の発表が義務づけられている。 「世界文化lζ関す
る人文科学の総合研究」を目指すのが，この研究
所の使命である。
1978年から「比較文化」を主題とする客員研究
部門が新設され，学外の研究者を客員教授または
助教授として迎えることができるようになり，共
同研究は一段と活発になっている。また，研究所
を訪れる外国人研究者は，従来，中国研究を専攻
する入たちに限られていたが，現在は日本研究お
よび日本と西洋の比較研究をこころざす人々も多
くなり，常時20名をこえる外国人がさまざまの形
で研究所を利用しており，とくに北白川の「東洋
学文献センタ 」ー は，中国研究の世界的なセンタ
ーの観を呈している。
研究所においては，文献を中心とする研究が行
なわれていることはもちろんであるが，他方また
野外iζ出て調査活動を実施し，数多くの成果を挙
げてきたことも無視できない。次に，その例をい
くつか述べておこう。
人文科学研究所の学術調査とくに海外調査は，
戦前，研究所の前身である東方文化研究所の時代
に始まる。最初の注目すべきものとしては， 「雲
岡石窟調査」がある。この調査は，北現時代の仏
教美術を示す遺跡として有名な中国の雲間石窟に
ついて全面的な実測と研究を企てたものであり，
その成果は，水野清一 ・長広敏雄共著『雲岡石窟』
（全16巻 32冊）にまとめられ，
1952年度には，日本学士院思賜
賞をうけ，研究所の記念碑的な
報告書となるに至った。
戦後は，木原均 ・今西錦司
を中心とする「カラコ Jレム ・ヒ
ンズークシ調査」 (1955年），水
野清一 ・樋口隆康を中心とする
最近の海外調査としては，桑原武夫 ・会田雄次
．梅梓忠夫を代表者として継続的i乙実施された西
ヨーロッパにおける農村民の生活意識に関する
総合調査がある。また，この「ヨー ロ ッパ学術調
査」の延長線上において，とくに地中海文化闘を中
心とした「地中海文化圏の社会と文化に関する調
査」も行なわれた（これらの調査結果は，京都大
学人文科学研究所調査報告第23・24・26・28・32
号に順次掲載されているほか，会田雄次 ・梅樟忠
夫編『ヨーロッバの社会と文化』と題する一書に
まとめられ， 1977年当研究所より公刊された）。
現在では，谷泰を中心とする 「ユー ラシア西
南部の調査」が進行中である。この調査は，ユー
ラシア西南部有畜社会の比較文化的研究を目的と
するものであり，それら諸国の農牧復合地域の村
落における生活様式と社会関係行動lζ関する調査
を目的としている。
他方，戦後の研究所では，圏内の野外調査も活
発に行なわれた。戦争直後の1951年以降数年にわ
たって行なわれた天野元之助を代表者とする「但
馬地方における大土地所有の形成と変遷に関する
調査」，重松俊明を代表者とした京都府下の農漁
村の文化 ・社会 ・農業等に関する総合調査は，そ
の端初的なもので、あった。
その後，薮内 清 ・吉田光邦を中心として行な
われた丹波地方の立杭窯の調査は，陶器生産の技
「イラン ・アフガニスタン ・ノf
キスタン調査」（1959年～65年），
今西錦司を代表者とする「アフ
リカ類人猿調査」 (1961年～66
年）など数々の学術調査が良学
部 ・文学部などの研究者との協
力のもとに実施され，それぞれ
研究成果が公刊された。
アフガニスタン北東部パタ．クシャン~1111，シェワ高地でのパシュトゥ族の夏の放牧
風景ー「ユーラシア西南部有畜社会の比較文化的研究」調査隊 (1978）撮影ー
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